
 

 

 

 

 
 

国内で統一した基準、制度を策定することは、目的達成のためには避けて通れない課題です。 

私たちが存在するために、社会に認知されるためにはやらなければならないことだと位置づけ、

また、自己規律として行動規範として共有しなければならないこととして重視しています。 

同一組織での認定審査会の開催ついて、犬に関わる見解は人によってさまざまで、特に訓練方

法や、目指す作業精度は災害救助犬の育成者それぞれに異なります。審査会は組織が活動する

ための一定基準であり、会員の訓練指針となっている点は部分的なメリットとなっているが、  一方、

デメリットについては、災害救助犬についての見解が似通っている育成者同士で組織が構成され

れば、運営の在り方が偏った方向性を持ち、本来の目的、目標を見失いかねません。 

現況を統一基準へのプロセスと捉えるならば、進めて合意を得るには整理することがあります。犬

と楽しむスポーツドッグと人命救助の為の災害救助犬を区別する必要があります。そのうえで認定

の統一基準作りに関して、あらゆる手段、方法を否定するものではありません。 

まず各団体が人命救助のための災害救助犬の統一基準の必要性を認め、寛容さで歩み寄りが

必要であり、災害現場で活動することを併せて考えれば、まずは協力体制と認定について何かしら

の合意事項を決めるための話し合い、交流の場を作れるように提案します。 

 しかし、実現するためには行動が伴わなければならず、常にその目標を共有し続け、寛容な姿勢

で交流、あらゆる機会に協力をする柔軟な姿勢も必要だと感じています。組織間だけの論理を社

会が許容できる時間はそれほど長くないと危機感ももっています。 

 NPO 法人災害救助犬ネットワークの統一基準への構想は、設立当初からの目的でもあり、どのよ

うな基準を作るのかではなく、基準を作るためには、まず集まり、目的を共有して課題を出し合って

ボトムアップ形式で進め、合意点を見つけトップがリーダーシップ発揮し決断すれば不可能なことで

はありません。議論における対立は意見の相違であって議論の中で解決する前向きな姿勢に期待

し、第一歩として意見交流の場が始まりで、その点に力を注ぐべきが出発点と考えています。 

私たちは、日本の救助犬業界の特殊な環境のなかでも、着手できる点はあると思っています。第

三者、外部の圧力ではなく自ら社会的、客観的、合理性のある行動、活動を呼びかけ続けます。 

 
２００７年以来、行政、マスコミからの災害救助犬組織の認定統一に関する指摘、疑問、懐疑的な意見に対して、

NPO法人としての当会の見解を表明するものです。 


